
人事委員会議事録（第1709回） 
 

 

１ 開催日時 

    令和５年６月14日（水）16：10～17：05 

 

２ 開催場所 

    兵庫県人事委員会 審理室 
 

３ 会議に出席した者 

    委   員   田 中 基 康 委員長 

            鈴 木 尉 久 委 員 

長 尾   真 委 員 

    事務局職員   古 川 卓 哉 事務局長 

            西 谷 智 子 任用課長 

            井 上 博 尊 給与課長 

中 原 惠 子 任用課副課長兼給与課副課長 

             

開 会 

 

第１号議案 

 議事録の承認を求める件 

 

人事委員会議事録（第 1708 回）について、審議の結果、原案どおり承認した。 

 

第２号議案 

 技術系職種採用試験（春日程・大卒程度）最終合格者決定の件 

  

任用課長が、標記試験の実施状況、合格基準及び合格発表日（６月 16日）等を説明し

た後、同試験の合格者（案）を諮り、審議の結果、原案どおり決定した。 

 

（委員）  

 受験者数の推移はどうなっているか。 

（事務局）  

令和４年度に、日程を前倒しした特別枠採用試験を実施し、令和３年度の272人から435

人に増加した。 

今回は技術系全職種の日程を前倒しした結果、受験者数は417人で、令和４年度並の受

験者数を確保できた。 

 

第３号議案 

 警察職員の特殊勤務手当に関する規則の一部を改正する規則制定に対する同意の件 

 

給与課長が、標記規則の改正内容を説明し、審議の結果、原案どおり決定した。 



（委員）  

手当の加算が夜間業務に対してのものであるが、特に兵庫で夜間の業務が頻発してい

るということではないのか。 

（事務局）  

業務の場所は尖閣諸島等の遠隔地で、そこへは出張で向かい、行った先で船舶に乗っ

て警戒業務にあたる場合にこの手当が支給される。 

（委員）  

派遣されて現地に行くことについては、別に手当が支給されるのか。 

（事務局）  

現地との往復については旅費が支給される。 

（委員）  

相手の船舶が何を所持しているかわからず危険度は高い。 

 

報告事項１ 

 措置要求取下げの件（令和５年（措）第２号事案） 

 

任用課長が、要求者から標記の措置要求を取り下げる旨の書面の提出があったことを

報告した。 

 

（委員）  

 そもそもなぜ本件のような未払い事案が生じたか疑問がある。 

（委員）  

 本件事案は取下げに至ったが、他の職員で同様のケースは生じていないのか。 

（委員）  

 事務局は、この点に加えて、本件要求者に係る未払い状況を任命権者があらかじめ認

識していたのかも、任命権者に確認すること。 

 

報告事項２ 

 任命権者が行った処分 

 

任用課長が、教育委員会が行った１件の懲戒処分の内容及び理由を説明した。 

 

 

閉 会 


